
で利便性を高め

ていく。人員については、職員の専門性向上により対応することとして現状維持とする。

→

　市の制度融資をより利用しやすいものとするためには、市内企業のニーズを十分汲み取る必要があるので、商工会と連携して進めていっ

てもらいたい。

　また、市内の金融機関とも交流を図り本市中小企業の現況を掴んでほしい。
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今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明
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06 活力と賑わいを創出できるまち 環境経済部・経済政策課

02 産業振興

68 中小企業の経営基盤の支援

　市内経済を支える製造業（工業）を中心とする中小企業の経営の安定を図るとともに、活発な経済活動を行えるよう経営

基盤の整備・強化を支援します。

中小企業融資事業

商工団体事業

特定中小企業者の認定件数 経営の安定に支障が生じている事業者
件 40 50 21 17

数
「戸田市商工会」 売上減少や資金繰り困難な事業者数
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金融・経営相談件数
「戸田市商工会」 将来の事業計画策定相談事業者数

件 延べ60 35 47 69
経営革新指導件数

　本市制度融資の実行件数は年々、減少傾向にある。 　国や県、民間事業者等の融資の状況について調査研究し、事

　 業者ニーズに沿った融資制度を構築できるよう進めていく。

　

　制度融資については２９年度及び３０年度上半期と実績が無い状況である。今後も、こう

した状況が続くことが予想されることから、打開に向けて県や金融機関関係者と協議をおこ

Ｃ
なっていきたい。

　制度融資については、これまでの利用状況を踏まえて現状の予算の範囲内
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